ブドウ果実の着色に関する研究 : とくにアブシジン酸による着色の制御について by 片岡, 郁雄










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　ぐ　　　　　しク睡1ユ　ー コーノレマ ン　 ’3、　　81碧　稼夢ぐ丁亨i，二　7ゴ　u　　て　3｝．　刀・’
ラス曳て“栽τ密～歳、子蔚勢が弓皇く豊渥・ドLで・ある
砺、糸謙過ククヒ・・エリやヨくゐ色が子良で・る
漏1挿激翔駒5ことがて・ヲナい・ことガ・ノク
・一乙てAてち・り17去）、鴻ノ3ハ掴1採よ3旛色亙
が糖度のz犠め可能程が示峻で・、h7。。
　一ら、圧瞬及びご恥ネ（琵磯・カんオ州レマ
スカ・ソト） について毛ハノ3A匁1王塑め効馨陪汽司く、
外毎曳酌ヒ｛優れ議色，1崩息z・ふり．曳団，卜㍑
・㌦・己＾ビ考えら人7。、
　こノL！じ又亨し’Z、　マス7う・ント・（こ1－L2－！4乙とひ・‘ズーノ、θ一
葡〃8一
　！・ンブ’しブで厚．　ハ8ハ処鯉Rより了ントラ7
　＝ンの令量’ネ塘加した’が．マめ縫な’詞』1窒、、
稗・rじべ3｛・トてか．丁・．穿在、外覆上め鬼
　嗅・丁認あう淑τよカ・，九．　　　　㌔
　　　　　　　　　　　　　ロL∠上のポう’て、　ブド真フ累庚あ7ン）一シ7＝・
ン倭威・1・河お冷β湾処理り効県め畠、縛聞あ
差畏厚．曳や温た射仔’バ朔5劇脳砺。沸
　て　　よ　　く　　一　　歪支　・一ぢ　　5　　｛　　グ）　　乙い　コ気　、　　7二　ρ
　峯色ネ鍍パ契7昌’劉・種戸，勃ζ・1ま．宰及、福ハ
1鍋撮ズ勧醒ノ。，議1菱が言舳ら荷よか．
たが像琴陽ノ飾）、ろ気脇泉隷φ・う、謄塵
1・よリ為B冷’・勾肩菱瓦覗1誘’麦の羽芳こ
．とヵぐ」・）月らカ、仁7ぷ，7㌧。
　ハB蜘理1・よ螺1更．の垢色窮匠進委刀果め廉
纏間溜契にフいて痴れた舞果、以下縛曳
が臼月ら刀・’・アよ、た、
　／、　月君凶勉理ノ・よリ、倶試し汽司・べつ《
漏色紬・絶1・おいて了ントシアこン禽量が増
一〃9一
夫した。
　2．ABハ鏡1錫効泉惇徹曳・あ劉赫勤。比べ
直光’鵬，謹で烏か、7て。
　3．　汗りンC・7，ハ＝一しリドrよどの夫粒象舌、
齢・纏にぢいて鴻Bハ無王1翌の劾射」入穿力・っ
た。
　坐　マスカワトベ’司ノ引1ズーハ゜一ハンブノレゲ
ア5ビの徹夫桟黒色豹穿訴塑でほ、潮3鴻処3劉い
より・アントシア＝ン・乞量8コゴ智衷したが、外
複恥・溢色収施、対魑βz鞠鑑1μ。・、7。。
　猷一呆け、†の弓漆樹姉勿守種墨1。対召3ハ
な鴻知王里の影響ほ1講戸、rご、異7あてい1、ボ、
室・・ネ’童た1詞・zカ・．うん。
　∠．1采i寸’乎のτ蔽嘘檎憧・，対冴3鴻B戸父八
聖の影響ノ…　Z伽1／1・綬闘Z捜ラ，いちが、
ネ絶窟・・縛ご臆、臼”わワづ勘四蕃樋角があ
つた。
嘲／20一
総合老察
　　不づ研薩ごほ．前半にお、・τブドウ累望の為
　色現象∠後あワめ深い内的專1恥。匿っいての調
　蓋乏行い、後半ごほ、での知昆αとにブ゜ド
　ウ果曳め境色の制卸乏試み7二。
　　双熟夏肩において、ブドーウ果史ほ温度挽漉1二
　　　　　　　　　　　／よ．て縫1嘱しい影獣多け言こ⇔鍵験
　6〕，、、丞3、・1プを畷的R℃胡らびノ・マぬてい
　31殉‘46x8～）。
　　詠亨ご蘇顧わ・ら、ヅドう禦’史め旛色に
対郭言聴の・影響で礪研め渦駅鞍督叙）ゼ
・遍じz偽孟・より尾、馳更め周辺訂の謁雇ド
昌とで3がス芝いuが示マれて・1る‘7〃）‘7’）
（7≧）。　　　　　　　　　　　　．
　　本扁唆ごほ、こあ綾気から、とくに馳》温
肺lf御・丁。鋤鄭乙・、累・払塩色Z緊如職・
今＾滴長之め関係脈脆、た。
　　　　　　　　　’乏ゐ条為果．　ノも1．星θo°（二）下ごほ、尿・更あアン1一
シ7ニン’王勘フ低温ピ2〆（）下・蝉受・て翫く
抑制マ航た。7た．察疋㌣め全フ、ノーノし禽量
一／之ノー
は之o°（広処王騨渦ぐ食そ勧遡P劇1ヨ穿ご．鯨礒に塊入
したが・3・°c及ご鳳急激・よ・｝ゑ加，3認．昂られ，ふ
・’・た・－3・采汲ウめ糖盆量13次・王厘閉偽
後3週戸貞19まご鳥ヲ昼区、低ゆ星区駁にジカか、が・観
・1た。7た．粟肉1セ・糠令蓬に鬼1裂琢認銚ら
れrみわ、・　7ヒ。
　こめことほ．了》ド｝7＝ンモ令跳7、フ
ス・一・け纏パ紅養ノ．灯ム．な島り7∫沸・嘱hで下
晒客が・ぞ・場全，禦・更学の全擁歪墨，，コマ
弓裸ち響が7ンい7・ジ芝哉層。隼　陥馴勾1乞
iひプよ一て・・7よいことモ万、・・箋・τい≧。，
　マらに・遇な知王1碧下で・あ内生生長ミ購物喚
め消長吃爾重しん・Z・3、フーモしン疫びレ・
ベレリンほ．威薄鰻肱4冴て・・1。低．、↓ベレ匹
豊レこおつ、戚艶閉ウ級肱授バ聴処薩ヒよ
・て己即～㌦’妥’ソアよいことが・月一・，U』汽。
　こ帽・対・z、へBA呼．歳瓢閑姐地力・ら
急ラ珍欺増加しんが、伽島疋て協ユ、書加塞蠣㍑乙
甑て、灘距で、減荊芝虞マい7。．孫一、
～刈達のすイトカイニン弟4迦’3並，こ鳥ノ蚤区ご馬
いイ喚角1・唐．ん。
一／≧≧一
　　こ紹沸曳・・ら．ナドウ験の縫に対
ヲ3う蹟躍淺の雲多響・・、果1美・宇・締令量，。灯
郭彩暫ワσL・・3、YのD・腿寝から
　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　なの7ント｝アこジへn乾換1・み3ヒうえ5底、
マら1賛瀞’1御1－3内’王の’王愉伺飽い皇が閉
与むてい3毛めと1足弘乳ゐ。
　　へ　　　　　　　　　 ゐ　　一ラ、敬照閑囎期のアドう櫓1。っいて冷摘
ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゴ　て環吃行．7更どこう、　了ント｝了＝ン塗哉’∠亥
に卿更lrの糖盆量互がハ！3鴻令量ゐ湧加ゐぐ抑
廟マ．小た＿・
　　　　　　　　　も　　　　　　　　　 も　こ《こ《ね．逼鷹掘磯の、7》ト三戸｝ン
生な・・対マ碍㌻響めフ購・1銘・塵．累’吾の
糠令量・刃ノ3湾令墨の増刀・が’司卿。；‘ア肋モ受
・7き揚今が訊訴と㌔万一、てい3．
　・・’け劫鵬、鶴蔽短1翌，。よ・八糖やハ
βハ《レベ’・が抑鯛そ酬アていき場夷ノ、、外
玲わ汚与え崩β鴻が了）トシア＝）生配
促進しr二仁モ殊偽らず、果濠や果肉・マの糠め
レベ’レノ・’フ㍗ピガ認あら乳ア’か，7ビどσ、
鞭・“9瞬びら与えら承た曲鴻ノ、棄応してア
ントシア・ン生威毘行うド党参ア遜殉箋と‘て
一／23一
　＾糎の・べ㌦’・〕ご’・置・てい｝．こと・ネ喉
　し　て　い　客。　　　　　　　　　　　　　　　　し9
　　二之楓フ・・ツ・物病臭パ鈴腐ハ稗速解麻
　茅～る1乙マ卍レ∫ろ゜L曽フzこルフ5ニシアンモ；一アり一ア
　ーtし’（P祝）う窪’磁め消長と果曳めア、1己ア＝
　ン’王哉’乙の閥プ紅繭査し7、ガ、累疋あ7日一
　37・ン翫縫パ郵よ3脳後1浦駒、、室の・腐
　積墨彫とイ列して罧・』Pハ乙謝芝の考勧モ蔭
　イピレた、
　　こ　　グ㍉　戸芝『　ブ象　　’3　　7　　　弓　　グこ　、　　　ア　　ン　　1一　　シ　　ア　　＝　　ン　　’王　　かく　　「巳
　左孟肩言環渡雰1ヨ、（温渥、光）そち化マ遣た場
　令1；も当て，3暮ワ、　果曳めア｝1一シア＝ン・生
　歳どρ肛ヲ辞謎の舞たが1’架く像お、マい｝二と
　ブ万、マん汽。葦泡．庚き瀬m二お。マ集曳め亀
　色’＝対召言生長言購物噛認ろ式叡一・鴻ほ弓生
　とあ閉孫り・らみ茎ビ．刀一決ジシζ〈ノ網）・ユ抑
矯晩ノ・、善に為β4牌構ガノ。イ足垂脚。個丑
・レ、アント》ア＝ン歴禽・∠《関連が秘あZ】ヨ月
瞭に牙、マ牌℃。
　既諒課から、プドう馳翅塩急’・対、
　マ作用同3辱1刃厚。瑳喚・∠‘セの叉漉歪憧瓦厚
喘／≧ダー
条併に5。て晃～響が1星・」3・ぐ、芙通・マ劇誕
内・ハβ沌レベ’・1・斐化口たら冴・・が矛、
て車た．b ﾑら’気　こめ刃β刃レペ’レの墾イヒが
翠天中め7・トシァ＝ン冶裁象1て’全みお薦
兎6弓豆1？’P祝、ピ剤ゑ張与え了ントう？ニン
’茎庚遥’牛鴨マして。3ゼのと亨イ蹴7ぬた、・
　｝欠いで’、こ・hら訊知夙モモど1こ、パβ鴻如
裡1，昌ブドウ験め絶の年，噺露癌訴天
界、E峰穀に灯しての処理勧果・ユ。薦玉闇
難如‘ゼDじピして愉残之週閉ハ続回丙でノひ．
“ず匝《日績月にゐ甲てモイ是進蘭で協、みが、
薦欄憾月以後め処理が」ワ劾累が夫マカ・。
た，
　こめ・と’》、励贈の楠令量《増加が．ハ
ノ禍の効駈より噺’★でUl記め四1蹴
ぞ6が、史陳働・で・は．ち与の攣・b旛乞め
既モ沼竃認しん3ズ乙・気り・丑ごヲ39蘭駁ネ
して、、5。　　　　　　　　　　　　 一、・
短膿鷹’・蘭・τ獣・一ノ’・・脚め箆’餉
・諏2♪・ρ伽阯のう翫ご・外勧妹恕王物穿、
　へが騒 Fあらホたがも、天然型φか鴻8んめ享・1用》ぐ・
一／2∫一一
可能と’帥1ゴ．マ臼・低～厳め知・理でzえ宕
・嫁螺・唄鵬ごミ、贈漁ご，3勅・ほ顎3う．
　A胴磁色イ樋劾恥，跡卿、、般比軌入
て：．3，1…崎薦’・ゑコ｝〃“腕‘’清・亀系τ陪。
オリン・°了，！一一レ㌧ド黒断ご・証よ為．
じ9牙一キ）ごとく’・凌ヵ皐が入でカ・、7竃。
　酋南慮詑での魏で眠全く縫しτ圃．
1・ソー穂翻果とrB・顎がウ9・．胤く布
場価糧そ下げる綿果と厚うているこ娠らの窪，、
縫1・対、て一内獅匂に硬乙7、；；雌繍渋
い．3という）≠u推の｛ビこめ刃β凶タ｛1理はジ自色
z蠣に女⑭袖壇恥棚弾隻ご協3と乃之ら
承た。
一／2ざ一
、総摘要
　　蘇樫でね．ブドウ卿史の為盒’二伍6内
頂湧1刃にっぐR鞭々の撮τ友下乙・∵洞五そ行い
’その欠1渡縦とノ＝、馳実め）雛あ触’御て試勾
た。’〈誘制采φ概勇13玖下め蓮、1で畝3。
　　／．　　　～異　アよ　玉　ラ霊！ノ嚢　’名こ　イ三午　’下・　’二　　7ニブ　1つ・　ろ　　つ“　ド’　∴フ　果　 ’隻ミ
・め罷と職丙裁郁iほど〆1・ノヘィ紅淑五レ
表ビ・3、駒三恥〆ご召ご甑2・・⊂葎㍑ピ較
して，7＞1一シアニン・勘動尾・・抑，市・1マ
れ7三，
．鞠7男1肉・存の全纏令量・」漁り1頬月P6榊・1倉
加し為ず、短里闇乙協知熱P月らがZ・ロ百が
・た。
　1細、福録言購物噴，。つ、、てロ、処ヲ里期
・闇、牝汀一キシン及びジベレ」万舌・」勤秘あ
て低く、辺・理闇めえ壱明ら。・で1笥よカ㍉在、
　こ和・対・て．鴻ノM含脳。、ペレソ㌦ン
衡駈し。鵡加訴室衝ま低ラ距・・ぢuズ炉，
天乏力、っ7曳。　菩1≒し、　1アイトカイニン三窪4・と’｝Σ毫
　よ　　　　　　　　　　　 と！＝1為逓雇ご局く、低嘔区ご低ず。た、
一／27一
　　≧．べ・レゾ㌧渡幅全摘峰短1釦二より、果
、実のマントシ7ニン属廠σ蒐しくギ1ア刷7広天．
　な左．1司βξ’・、果、更・Fの全纏名量双が・ハ／3囚
黛量のTlξ刀・が抑制マ《み。一ら、ハβハ久几埋
1・より、調寡・F個イ砺卿更『にっuて芒、7
）1づアニ・の窺藁が認・瑚帰力・・一縮・セ
の糎ヤ可う潅小掴硝勿令量に1鼠ち響ほ，’ガ，7二。
　3．．3ノ訴転ブドラ射気・マスかソトヨつ・・
7レ荊ンド1胃！彦蹟ゑがいハ・一、、ンフ・・レ・71・に・
いて蔵磁’・イ物ムーフ・…アう・ンア堤。アリアーで・
（ノ）鴻乙）満乱4蔓’のt角長Zア〉｝、うアニンせ歳とあ
関係毛調盃・訴課、全瞬壷につ・て累史の
発餅刀期・鳥り・規珈勤・認あられ1・カぐ、ヤ
の後べ・・ゾ㌧ン珈穿で急ラ蜘・低千し在。
　嵐勧か・スー〈・一ハン・・1・・ウ・て・σ．黙の冶色
P網飽ピそノ酒が望残・ナ《ノ・月L3藍・塩ガ増スレ
7¢。　スー／1ρ一／、ンフ・ソレ71’　ご5’37三広4禦‘美　∠童ピ蓼菱　し　て
アンbアニン砺掻がク，〈1・μ1鮒滴り・
つ1ヒ。　こ3汽1ミ文亨し　て、　マ　スカ1ッ1一才ずアレキ『ワ）メーhりア
で臆．歳駄蜘・毫皐測睾に！・双漁♪抽増却｝
へ嵩忍ナ～らめアぶカ、，7乙。
鴨／≧2一
　全1～罐’・宥・、て．界憲、†め纏令量及び果乞†
　　　　　守め可跨州飾’ク物盆量1ぴ歳崖纐月に急激にτ｝急か、
した。ま在、巨埆疫がスーノ、・〈》）・、。・プ・で’｝。こ
λらの増力」）擢『〈治1ユアント｝アニジ令」量fρ、4ム，
Σ舌小隻の’上鴇P調始’も｝え立、　て疋ζう7ヒ。
　擦蘭†め遊繭型了フ㌧ジ’酒隻（ABA）q．各
々謂・種の成熟期に急激に，1倉加し左が、影
蔦積量1・1講縫間での先璽，3認娼齢玉力・つ
7二。
　～〈　巨ム孝累・1実にチ）・いて了ントシアニンノ盆」董
でP鴻L潟達1ま、低遡区（20・ぐ洛／！よ・（夜〉，，ち・い
乙彫蹄ピ盈／2貿勿と｝と藪してよリ萬ヵ・
・7ヒ。
　票尾のしや光知勘二よリ、恥堺・更のフン
Fシア＝ン脇”涙全1＝抑糊～れ。鯛ムラ雛
も天芝く鯵下しアτが、スーハ・一ノ・ンブ’・ゲ卿契て・
1濫．　カ、Zよシの・量のアントシアニンψぐ為ネ看、レ、
　　　　　　　　　なP鴻4濃’1住毛！急ほ“文マθ亙区z向卑量度のイ直芝示しアも’．
ベゲノし㌧勲1・肋禍Bバ気・鋤賑齢＆
マしゃ巽下ドわ’、腰も東史のアントシアニン
勘恥がゆ双3乏・壇・甑した。・
一一 ^之9隔
　〈ノ舶知理侍、？ント㌧了ニン生成アよらが1＝
鵤廓’卜践葛し・抑励・孔．蘇向卿二内生
的刃の塘加毛強く耳印甲1し7二．
　　　　　　　　　　サエフLし1レ気、王里1｝．　県1更めハ’3ハ　・真量でτ薯刀ロレ
残が、了ンレシアニン生裁及び崩乙三割・主1．対
して・丁寒多響、アふつ・つた、
　よ鴻B冷纏によき』尋、隷め為色轟　御
1・閥あろ諦麹創・ついτ按お服行．7．と・ろ、
鴻β刃あ知理蜻夏月については、ベレゾーンの
前後z週間にゐ7。り、いずれの蜻飾、お困て
でアントシア＝ン憧成モイ足進しアもrが＼　ぞハう力
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